
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

P306

雲 レ
ー

ダ ・ラ イ ダ／ 衛 星 観 測 デ
ー

タ及 び 気 候 モ デル を用 い た雲微 物 理 特 性 の 再 現 性 に 関す る研 究

＊佐 藤 可 織 （J似A／EORC）、岡 本 創 （東 北 大 学大 学 院理 学 研 究科）、竹村 俊 彦 （九 州 大 学応 用 力学 研 究 所 ）

1．は じめ に

能 動 型 測器 を 用 い たGCMの 雲 特 性 再 現 性 の 検 証 を実 施 した

過去の 研究 よ リ、各々 の モ デ ル の 特徴や 問 題 点 が 解析 され

て きて い る。 それ らの 成果に 加 え、先 行研究か ら能動型測

器 に よ る一点観 測 か ら導 出 した 雲 の統 計的 な 性質 が、よ り

荒 い 解像 度 の モ デ ル の 検 証 に 有 益 で あ る と い う重 要 な結 果

も得 られ て きた 。 その
一

例 と し て 、海洋研究開発磯構の 海

洋 地球 研 究船 「み らい」 に よ り2001年 に西 部熱帯太平洋域

で 観 測 され た雲 レ ーダ ・ライ ダ データ を用 い て エ ア ロ ゾル

間接効果 を含 ん だ 大 気 大 循環 モ デ ル （CCSR／NIES／FRGGC

AGCM）［rakemura　 et 　 a1．，2005］の 雲 再 現 性 をモ デ ル を ダ ウ

ン ス ケール す る事 に よ り検 証 した Okameto θ亡 ai ．，［2008ユ

の 研究 が あ る e 本 研 究で は Okamo亡e　et 　a ノ．，［2008］で 行わ れ

た 雲の 巨視 的な 鉛 直構 造 の 再 現 性 に 関す る研 究 を 発展 させ 、

氷 晶雲一放射 フ ィ
ードバ ッ ク 効果 をモ デル で 予 測 す る際 に

重 要 で あ る と思 わ れ る雲 微 物 理 特 性 を 同海 域 で 観 測 と直 接

的 に 比 較 した結 果 を紹 介 す る。

2．観測データ 及 び解析手 法

雲 微物理特性の 解析は ドッ プラ
ー

雲 レ
ー

ダと ライ ダを組み

合 わせ た Sato　 et 　 af ．，［2009］の 手 法 を用 い た。こ の 手法 は

鉛直流を雲微物理 量 と同時に 抽 出 す る為 、雲 レ
ーダで 取得

される雲域 で の 微物理特性抽出精度が 従来の 手法よ りも 向

上 して い る と期待で きる。また、過去の 研 究か らこ の 領域

で AGCMの 上 層雲 の 雲 量が 観 測 と く らべ て過 大 評 価 で あ る事

等がわか っ て お り、本研 究で は よ りその メ 力ニ ズ ム に 言及

す るた め に 、衛星 データか ら得 られる深 い 対流性雲 の 発 生

頻度 に よ る気象 場 分 類法 に 基 づ き解 析 ・比 較 を行 っ た。

3，結果

図 は モ デル 内 で放射 計算 に 用 い られ て い る グ リッ ド平均 の

氷水 量 （IWCg。〉と有 効 半 径 （r，ff）の 比 較検 証 結果 で ある。ま ず

観測及 び モ デ ル に よ り再現 され た雲の パ ター
ン をみ る と、

両者 は概 ね一致 しモ デル で 良 く再 現され て い る事がわか る。
「み らい 」 データ の 解 析 よ り、観 測 で は large　scale の 周 囲

の 場の 対流活発
・
不 活発の 分類 と 「み らい 」 の 雲量 に 非常

に 良い 対応関係が ある事が わか っ た。雲 微 物理 特性の 気象

場毎 の 特 徴 と して は、対 流 活 動 が 活 発 な程 【WCgmが 大 き い 事

等の 他、各 々 の 気 象 場 で 雲微 物 理 特性 が 観 測 され た雲 内 鉛

直流 や 気 象 要 素6鉛直 分 布 の 特 徴 に 対応 した 変化 を示 す事

がわ か っ た 、こ れ ら船舶 及 び衛 星 データ を用 い た 上 層 雲 特

性 と気 象 場 の 関係 が モ デ ル で どの 様 に再 現 され て い るか を

調べ た と こ ろ、モ デ ル で の 上層 雲 の 雲 量 は ど こ で も過 大 評

価 で あるわけ で は な く、気象場に よ る事 がわか っ た 。 また 、
モ デ ル の 【WC

．
は 観測 と異 な り時 系列 方向 の 変化 が少 な く、

11km以 上 の 対 流圏 上 層 で 対 流 活 動 活 発 時で 平均 値を1桁 程

度過 小 評価 して い る事が わ か っ た。平均 値や 頻 度分布の 再

現性 に関す る粒径 の 詳 細な 比較 か らは、小 さい 粒 径 の ピー

ク値 はモ デル で 良く再現されて い るが、AGCMで は 100岬 程度

の 大きい サ イ ズ に も頻度分布の ピーク が あり、平 均的に

20Ptn程 度 の 過大 評 価 に な っ て い る事 が わ か っ た。ま た粒 子

サ イ ズの カ ッ トオ フ か らモ デル で は観 測 の 下 層 （11km以 下 ）

で 見 られる様な100岬 を超え る粒径が 見 られ なか っ た。

謝 辞 観 測船 「み ら い」搭載 レーダ及 びライ ダデータ は情報

通信機構の 熊谷博 さん 、 大 野裕一さん 、堀 江 宏 昭 さん、環

境研 究所の 杉本先 生 に 提供 して 頂 きま した 。
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図 ： 全観測 期間で 得 ら れ た観測 ／ AGCM の （a）／（b）　lvrCgm及 び （c）／（d）rerfの 高度時 間断 面 。
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